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研究成果の概要（和文）：本研究は、多様なケアの領域における個々の事象に即した「ケアの現象学」の「具体的展開
」を目指すとともに、個々のケアの現場との連携を進めることによって、理論と実践の両面にわたる「組織化」を図る
ことを目的とするものであったが、研究代表者および研究分担者の個別研究とそれに基づいた共同研究によって、医療
、看護、社会福祉、理学療法の各分野について、具体的な事象そのものの方から「ケアの現象学」を立ち上げ、「具体
的展開」を図るという本研究の目的は、ある程度まで達成された。また、理論と実践とをつなぐ「ケアの現象学」の「
組織化」についても、限られた範囲においてではあるが、ある程度達成されたと判断される。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was a concrete development of the phenomenology 
of caring based on the individual phenomena taken from a variety of areas of care, and an organization of 
the phenomenology of caring connecting both sides of theory and practice by cooperating with the fileds 
of care. Through individual and collaborative studies of the research members, a concrete development of 
the phenomenology of caring in each field of medical care, nursing, social welfare, and physiotherapy has 
been accomplished to some degrees. An organization of the phenomenology of caring has been also achieved 
to some extent even in a limited region.

研究分野： 哲学
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話実践　社会福祉　リハビリテーション
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究を開始した平成 24（2012）年当初、

看護研究や看護実践の現場においては、質的
研究の一つの方法として、「現象学的」研究
が注目されるようになってすでに久しい状
況であった。けれども、現象学そのものが歴
史上、多様な展開を辿ったのと同様に、これ
らの研究も多様であり、その方法論も容易に
は見通せない状況であった。 
ケアの領域でのこうした現象学への関心

の高まりに応じて、わが国では 2000 年代以
降、哲学とりわけ現象学研究者の側でも、こ
れらの質的研究に対する関心が高まってき
ていた。看護および哲学系の学術雑誌におい
て当時、看護やケアの営み一般への現象学的
アプローチの可能性やその方法論をめぐる
特集、対談がいくつか組まれていたこと（『緩
和ケア』17(5), 2007、『現代思想』38(12), 2010、
『看護研究』44(1), 2011）は、その一つの証
左であったと思われる。 
本研究の代表者・榊原は、そのようななか、

平成 21（2009）年度から、現象学と看護学の
研究者が共同し、社会福祉や理学療法の研究
者も加わった 3 年計画の上述の科研費（基盤
研究）プロジェクト「ケアの現象学の基礎と
展開」を組織し、研究代表者として「ケアの
現象学」の哲学的基礎づけと展開に従事した。
しかし、研究を遂行するなかで新たな課題も
浮かび上がってきた。それは、現象学自体が
元来、事象そのものの方から記述によって哲
学的思考を立ち上げ、事象に即して方法を見
定め、さらに事象に即して絶えず理解を更新
し、結果として事象の異なりに応じた多様な
現象学を展開してきた以上、「ケアの現象学」
も、ケアの営みという事象そのものの方から
記述を立ち上げ、方法を規定し、ケアにおけ
る多様な事象に即した現象学的記述を行っ
ていかざるを得ないということ、そうした地
道な作業の中からしか、「ケアの現象学」の
具体的展開と方法論の明確化は望めないと
いうことであった（榊原哲也「現象学的看護
研究とその方法」、『看護研究』44(1), 2011）。
以上が、本研究開始当初の背景であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、看護を中心に医療・介護・社会

福祉・教育など広く「ケア」に関わる領域に
おいて注目を集めている「ケアの現象学」に
ついて、個々の事象に即したその「具体的展
開」とそれに基づいた方法論の明確化を図る
こと、ならびにケアの現場との連携を進める
ことによって、理論と実践の両面での「組織
化」を図ることを目的として開始された。 

 
３．研究の方法 
本研究では、研究代表者および分担者が現

象学、看護学、社会福祉、理学療法等の各専
門領域において行う個別研究と、共同で行う
研究会活動とを並行して遂行していく方法
を取った。個別研究では、研究代表者及び分

担者の専門領域に応じて、現象学的哲学や現
象学的な質的研究の内容と方法論の吟味、看
護、社会福祉、理学療法等の領域での調査に
基づく具体的な質的研究が行われ、また共同
の研究会では、研究代表者や研究分担者の個
別研究の検討が行われたり、プロジェクト外
の研究者や医療や福祉の現場従事者を招い
ての研究交流が行われ、それらを個別研究に
フィードバックすることによって、「ケアの
現象学」の「具体的展開」が目指されるとと
もに、理論と実践の両面にわたる「組織化」
が図られた。 

 
４．研究成果 
 (1) 個別研究 
 代表者・榊原哲也は、フッサール現象学の
視点からケアの志向性の構造を明らかにした
上で、腎不全医療に従事する看護師数名への
インタビューを通じて彼らの経験を現象学的
に解明した。またそれをもとに、「向き合い寄
り添うケア」の原理的解明を行うとともに、
クリティカルケアと透析ケアの具体的構造を
明らかにし、看護系、医学系の学会での発表
を通じて、現場への還元を行った。分担者・
西村ユミは、看護師たちの協働実践をフッサ
ールの志向性概念を手がかりに捉え直し、現
象学の概念が、具体的なケアという（協働）
実践の探究において、いかなる機能を持ちう
るのかを検討した。また病院の看護管理部門
における「管理」の実践を調査するとともに
、現象学的研究方法の特徴や課題を考察し、
ある場面や個別の経験がもつ普遍性について
考察した。分担者・守田美奈子は、緩和ケア
病棟の看護師9名に実施したインタビューデ
ータをもとに、緩和ケア病棟における治療の
意思決定に関する看護師の経験について分析
・検討し、告知をめぐる医師と家族の面談場
面における認定看護師の実践や急性期病棟で
の緩和ケアの看護師の実践について現象学的
分析を行った。また代表者榊原とともに、腎
不全医療現場で働く看護師の経験の現象学的
分析を行た。分担者・和田渡は、自身の教育
実践の現象学的な反省と教育に関する文献研
究にもとづき、教育におけるケアの問題と、
教師と学生の関係に伴う諸問題について考察
をすすめ、大学生の自己成長を促すような教
育的ケアの在り方と、教員自身がセルフケア
を通じて教育に関わる在り方とを相互に関連
付けて考察した。分担者・浜渦辰二は、地域
における医療・看護・介護・福祉の専門職と
患者・施設利用者・家族を含めた一般市民と
の対話のなかから、ケアをめぐる問題を汲み
上げ、現象学的記述というミクロな次元から
、ケアを取り巻く状況・組織・システムとい
ったマクロな次元まで射程に入れた考察を行
った。分担者・村上靖彦は、訪問看護など数
名の看護師にインタビューを取り、口頭発表



と論文でその分析を発表するとともに、精神
医学領域での参与観察、看護師への聞き取り
調査により、事例研究およびケアの現象学の
方法論の再検討を行った。さらに精神科病院
、精神科訪問看護、（身体疾患の）訪問看護ス
テーションにおいて看護実践の参与観察およ
びインタビューを行った。分担者・福田俊子
は、精神保健福祉領域のソーシャルワーカー
13名にインタビュー調査を実施し、社会福祉
現場の構造を明らかにし、専門家が要請され
るプロセスを現象学的に考察した。分担者前
野竜太郎は、末期がん患者に10か月間向き合
い、家族としてできるケアを行う当事者とし
て、ケアの本質を明らかにしようと試みると
ともに、重症心身障がい児へのリハビリテー
ションにケアの現象学的方法論を用いること
が可能かを研究した。分担者・西村高宏は、
現象学的社会学関連の文献研究を軸に障害者
に関するケアのあり方について考察を進める
とともに、東日本大震災後に自らが実践して
きた仙台における哲学カフェについて、その
経験を分析し、さらに「震災と専門職」を切
り口に、医療従事者とともにケアに関する「
哲学的対話実践」を複数回にわたって行った
。分担者近田真美子は、ACT（包括型地域生
活支援プログラム）を実践しているスタッフ
への参与観察、インタビューを行い、重度の
精神障がい者を地域で支えるケアのなかで患
者との関係性を作っていく看護実践の構造を
現象学的に明らかにした。分担者小林道太郎
は、フッサール現象学と看護研究の関係につ
いて検討し、実践の場における看護師の状況
認識・判断とその習熟について現象学的記述
の可能性を探るとともに、看護師へのインタ
ビュー調査を実施し、現象学的分析を行うこ
とにより、看護実践に含まれる看護師の志向
の特徴を明らかにした。 
 
(2) 共同研究 
 以上の個別研究と並行して、平成２４年度
に計２回、平成２５年度は計４回、平成２６
年度は計３回、計９回の共同研究会（「ケアの
現象学」研究会）を行い、各自の研究を互い
に検討し合うことによって「ケアの現象学」
のいっそうの「具体的展開」に努めた。また
研究会を一般参加者に公開とすることで、メ
ンバー外の研究者や現場のケア従事者との交
流を行い、「ケアの現象学」の理論と実践両面
での「組織化」を図った。 
 さらに最終年度の平成26（2014）年12月21
日には、東京大学本郷キャンパスにおいて、
科研費「現象学的看護研究の方法論の確立」
（代表：松葉祥一氏）と合同で、ケアの現象
学の方法と実践に関する一般向けのセミナー
を開催し、研究の社会への還元を図った。こ
のセミナーでは、本研究の分担者村上靖彦、

福田俊子、守田美奈子が自らの研究に関する
発表を行い、代表者榊原哲也と分担者西村ユ
ミが、方法に関するシンポジウムで提題を行
ったが、270名を超える参加者があり、きわめ
て大きな反響があった。本研究の社会的意義
の大きさを証する出来事として、ここに特記
しておく。 
 
(3) 総括 
 研究代表者および研究分担者の個別研究と
それに基づいた共同研究によって、医療、看
護、社会福祉、理学療法の各分野について、
具体的な事象そのものの方から「ケアの現象
学」を立ち上げ、「具体的展開」を図るという
本研究の目的は、ある程度まで達成されたと
思われる。研究分担者・村上靖彦の『摘便と
お花見』（図書②）、ならびに同じく研究分担
者・西村ユミの『看護師たちの現象学』（図書
⑥）は出版後、大きな反響を呼んでいるし、
研究代表者・榊原哲也のドイツ現象学会での
講演（学会発表⑨）も高い評価を受け、同学
会の学会誌に論文として掲載された（雑誌論
文⑲）。 
 また「ケアの現象学」の「組織化」につい
ても、ある程度までは達成されたと考えられ
る。研究代表者・榊原哲也は、「ケアの現象学
」の成果として、日本腹膜透析医学会で発表
を行ったが（学会発表23）、その内容は、もと
もと腹膜透析のケアの現場での調査を踏まえ
たものであり、その成果が現場に還元されつ
つある。学会での発表を受け、榊原はさらに
、透析ケアを主題とするジャーナルから執筆
依頼を受け、すでに投稿済みであり、理論と
実践とをつなぐ「組織化」も、限られた範囲
においてではあるが、ある程度達成されたと
言えるだろう。 
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